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先 日、た また まラジオで、アメリカにある架牛の町のrFをしていた。その町は 「米算が治安 llii

に1略たっている外国のは「Jと いう想定で作 られてお り、住民の役十1はすべて民間請負会社の職員が

減 じている。米算の兵 にすとは、この架午のWTで何 |も暮 らしなが ら、治安維持やゲ リラ対策の部練

を受けるのだそ うであるっ

その訓練内″ドは実にリアルで、住民を信城iしながら柿めるべきところはきちんと締めるなど、住

民に信頼される良き米lli兵■としての態lP/がたたき込まれる。住民に巌 しく核 し過ぎればゲリラの

報復を受け、少 し気を計せはつけj△まれてテロにつながるなど、競負会1にの職員jとの演技は迪真的

で、訓練を受ける兵十たのストレスは大変なものだという.

ひるがえって、我が日本の自衛防災和士織や由衛消防隊の計練はどうだろうか,JI練 を受けるlulか

らも討練を行う側からも、「実際の災年状況とかけ離れているJ、
「シナリオどおりで繁迫感力SないJ、

「輸機lL変の対応力を主う討練になっていないJ     牛々、随分1争から反省や不満の声力i聞

かれるが、なかなか改革されていないように'こえる。

もちろん、「そのfF度の討練で出来ないことが実際の場で出来るわけはないJと いうことは真理

であるし、機器妹作牛の反復糾練が不可欠であり、それだけでも一定の効果があることは、実際に

火災牛の災年に道遇 した隊員等にアンケー トを取ってみると良くわかる.

しかし、火災等の事故防11対策が進み、事故牛の発生事が減少 してきているだけに、実際に小さ

な享h/1等に何度か道遇することによってその対は方i去を学ぶという、一種の体験主義ではもはやj山

用 しないことは明らかである。また、建物や施設力】1大になり、それを動かすシステ″、も複雑になっ

てきているので、防災センターやオペレーションルー″、において、状況に応 じて適切に判断する討

練等の必要性 もますます増大 してきている.

このような状況にはえる方法論の一つが、環境や状,兄変化をなるべ くリアルに設定 して行ういわ

ゆる 「シミュレーション副1練Jで ある。消防や防災の分野でも、これまで、パソコンを使った選難

誘導シミュレーションゲー″、、超高悟 ビル挙の lJ災センター要員rt練システムなど、様々な試みが

なされてきた。

石油コンビナー トの分野では、シ ミュレーション誹1練の考え方を取 り入れた「防災体制校rtlFマニュ

アルJの 検討が最終段階に入ってお り、「貨大規模のタンク火災消火訓練施設Jの 設置構想などと

ともに、発災時に適切な判断と対応行動が取れるような防災体制造 りの推進とその評価のシステム

の整備が進められている.こ のような考え方により、石,由コンビナー トの自衛防災和[織についても、

より効果駒で合理的な体制の整備が飛躍的に進むものと期待 している。
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